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財
政
健
全
化
を
掲
げ
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
第
三
次
総
合
計
画
の
基

本
計
画
の
柱
で
あ
る
五
つ
の
「
ま

ち
づ
く
り
の
目
標
」
に
基
づ
い
た

施
策
を
重
点
と
し
て
推
進
す
る
。

な
か
で
も
、
元
気
な
芦
屋
、
夢
あ

る
芦
屋
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
と

し
て
、
南
芦
屋
浜
地
区
に
お
け
る
、

県
企
業
庁
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
行

に
あ
わ
せ
、
総
合
公
園
や
親
水
緑

悪
の
大
本
が
闇
の
中
で
は
あ
ま
り

に
も
不
合
理
。
市
長
の
任
期
中
に

す
べ
て
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
本
市
の
顧
問
弁
護
士
か

ら
の
報
告
が
三
月
議
会
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
で
は
、
市
長
の
責
任

が
果
た
せ
た
と
は
言
え
な
い
。
任

期
中
に
必
ず
弁
護
士
か
ら
の
報
告

を
も
ら
い
市
の
ま
と
め
と
再
発
防

止
策
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

　

前
助
役
収
賄
事
件
で

は
、
事
件
後
、
平
成
十

三
年
五
月
と
十
四
年
六
月
に
市
の

対
策
会
議
の
ま
と
め
を
し
た
。
ま

た
、
市
の
顧
問
弁
護
士
を
通
じ
、

検
察
庁
の
刑
事
事
件
確
定
記
録
の

閲
覧
・
謄
写
を
行
い
、
事
件
の
調

査
報
告
を
ま
と
め
る
よ
う
依
頼
し

て
い
る
が
、
ま
だ
報
告
は
な
い
。

警
察
調
書
の
量
が
多
く
、
遅
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
な
お
、
被

告
人
以
外
の
個
人
名
や
業
者
名
は

す
べ
て
空
白
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

確
定
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
、
顧
問
弁
護
士
に
お
願
い
し
て

い
る
報
告
書
は
任
期
中
に
提
出
す

る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。
報

告
を
す
べ
き
内
容
が
あ
れ
ば
、
任

期
中
に
何
ら
か
の
方
法
で
市
議
会

に
報
告
を
し
た
い
。

　

前
助
役
収
賄
事
件
の

公
判
で
有
罪
判
決
を
受

け
た
四
名
は
、
自
ら
の
罪
を
認
め

職
を
辞
し
た
り
名
前
も
公
に
な
っ

た
こ
と
で
本
人
は
も
と
よ
り
家
族

や
親
族
も
社
会
的
制
裁
を
受
け
て

い
る
。
一
方
、
公
判
や
汚
職
の
特

別
委
員
会
で
組
織
的
犯
罪
が
明
ら

か
と
な
り
、
今
回
の
事
件
で
実
名

が
出
た
人
以
外
に
も
胸
に
手
を
当

て
て
反
省
し
な
く
て
は
い
け
な
い

人
が
多
く
い
る
の
に
、
刑
事
確
定

記
録
で
実
名
が
出
て
こ
な
い
こ
と

を
い
い
こ
と
に
反
省
も
せ
ず
責
任

も
と
ら
な
い
で
済
ま
そ
う
と
す
る

度
予
算
の
中
に
市
民
を
元
気
づ
け

る
も
の
は
あ
る
か
。
ま
た
重
点
は

ど
こ
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
っ
た
日
本
経
済
を
再
建
す
る
の

は
、
経
済
の
数
的
再
建
で
は
な
く
、

今
世
紀
を
支
え
得
る
若
者
を
育
て

る
こ
と
だ
と
考
え
る
。
子
ど
も
た

ち
を
自
然
の
中
で
、
次
の
世
代
を

担
え
る
人
材
に
育
て
る
た
め
で
あ

　

芦
屋
市
は
、
震
災
復

興
事
業
の
た
め
千
百
億

円
余
の
市
債
を
発
行
し
、
そ
の
償

還
で
財
政
再
建
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
行
政
改
革
実
施

計
画
を
策
定
し
す
べ
て
の
事
業
の

見
直
し
を
図
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。

に
も
関
わ
ら
ず
早
く
も
、
四
月
か

ら
実
施
予
定
の
可
燃
ご
み
収
集
回

数
週
三
回
を
二
回
に
と
、
二
号
線

以
北
の
ご
み
収
集
民
営
化
等
が
先

送
り
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
と
今

後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。
豊
か

な
生
活
環
境
づ
く
り
で
は
、
防
災

行
政
、
救
急
業
務
、
緑
化
行
政
の

事
業
で
の
新
た
な
事
業
と
は
何
か
。

健
康
福
祉
社
会
づ
く
り
で
は
、
施

設
福
祉
・
在
宅
福
祉
・
介
護
保
険

事
業
を
ど
う
充
実
さ
せ
る
の
か
。

総
合
公
園
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
、
公
園
の
管
理
運
営
の
基
本
方

針
と
開
園
セ
レ
モ
ニ
ー
は
ど
う
す

る
の
か
。
教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、

学
校
評
議
員
制
度
の
内
容
と
活
用

は
ど
う
か
。
　

ご
み
収
集
体
制
の
見

直
し
が
四
月
に
で
き
な

い
理
由
は
、
関
係
職
員
団
体
と
労

働
条
件
に
つ
い
て
協
議
が
遅
れ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
今
後
、
財
政

再
建
の
取
り
組
み
は
大
胆
な
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
新
た
な
事
業
と

し
て
は
、
神
戸
製
鋼
所
か
ら
発
電

所
建
設
に
際
し
寄
付
を
受
け
、
そ

の
資
金
で
緑
化
等
の
環
境
保
全
事

業
に
助
成
を
す
る
。
福
祉
で
は
、

介
護
保
険
被
保
険
者
が
要
介
護
と

な
っ
た
場
合
で
も
、
可
能
な
限
り

居
宅
で
日
常
生
活
で
き
る
よ
う
配

慮
す
る
。
施
設
福
祉
は
、
在
宅
で

の
介
護
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、

利
用
で
き
る
よ
う
計
画
的
に
設
置

を
行
う
。
総
合
公
園
の
管
理
は
都

市
整
備
公
社
に
委
託
す
る
。
開
園

イ
ベ
ン
ト
は
五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
県
の
南
芦
屋
浜
地
区

の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
と
の
共
同
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。
評
議
員
か
ら

の
意
見
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
一

定
の
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。

　

国
の
悪
政
か
ら
市
民

生
活
を
守
る
べ
き
市
が
、

総
合
公
園
を
百
億
円
で
取
得
し
、

幹
線
道
路
に
新
年
度
二
十
九
億
円

を
つ
ぎ
込
み
借
金
増
大
で
ツ
ケ
を

市
民
に
回
し
て
い
い
の
か
。

　

税
金
の
使
い
方
を
福
祉
、
教
育

優
先
に
変
え
よ
。
介
護
保
険
料
の

一
六
パ
ー
セ
ン
ト
値
上
げ
中
止
を

求
め
る
。

　

公
共
事
業
を
開
発
型
か
ら
生
活

密
着
型
に
切
り
替
え
、
不
足
す
る

保
育
所
、
特
養
ホ
ー
ム
等
に
し
ぼ

り
、
事
業
費
総
額
を
減
ら
し
つ
つ

地
域
経
済
活
性
化
と
雇
用
に
つ
な

が
る
方
向
に
転
換
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
学
校
予
算
を
確
保
し
、
精

道
小
学
校
は
他
校
と
格
差
な
く
建

設
す
る
こ
と
。
毎
年
削
減
が
続
き
、

支
障
を
き
た
し
て
い
る
学
校
教
材

費
等
の
増
額
を
求
め
る
。

　

良
好
な
住
環
境
を
こ
わ
す
無
秩

序
な
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
歯
止
め

を
か
け
よ
。
芦
屋
川
上
流
の
風
致

地
区
指
定
を
強
め
、
開
発
を
規
制

し
自
然
と
緑
の
保
全
を
求
め
る
。

　

本
市
は
阪
神
間
で
被

災
率
が
最
も
高
く
、
震

災
復
興
事
業
や
南
芦
屋
浜
の
道
路

整
備
事
業
な
ど
の
影
響
で
土
木
費

が
高
い
傾
向
に
あ
る
。
事
業
の
進

捗
に
伴
い
ソ
フ
ト
事
業
も
重
点
化

で
き
る
。
新
年
度
予
算
は
対
前
年

度
比
で
全
体
が
九
パ
ー
セ
ン
ト
減
、

土
木
費
が
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
減
、

民
生
費
は
四
パ
ー
セ
ン
ト
増
。
教

育
費
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
だ
が
精

道
小
学
校
の
建
て
替
え
な
ど
配
慮

し
て
い
る
。
介
護
保
険
料
は
準
備

基
金
を
全
額
取
り
崩
し
配
慮
し
た
。

教
育
予
算
は
財
政
難
だ
が
最
大
限

の
努
力
を
し
、
必
要
な
と
こ
ろ
に

は
予
算
を
配
当
し
て
い
る
。
精
道

小
建
て
替
え
は
、
技
術
的
な
面
で

工
夫
し
、
他
の
学
校
と
大
き
な
格

差
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

関
係
法
令
を
遵
守
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
は
、
建
て
さ
せ
な
い
こ
と
は
で

き
な
い
。
芦
屋
川
の
風
致
地
区
の

規
制
強
化
は
考
え
て
い
な
い
。

創
生
の
会　

山
田　

隆
博

　３月定例会では、初日の施政方針説明を
３月３日（月）、４日（火）の２日間、７会
が２８項目の内容について総括質問を行いま
　総括質問の内容の一部と、それぞれの会
議員をお知らせします。なお、このほか会
ない議員が６人（伊藤とも子議員、松木義
鈴木正三議員、畑中俊彦議員、長谷基弘議
省三議員）います。

■英明クラブ（小川　芳一）
・平成１５年度一般会計予算
案について

・財政再建の課題について
・南芦屋浜総合公園につい
て

・教育問題について
・介護保険制度について
■清政クラブ（山中　　健）
・行財政問題について
・都市整備について
・福祉について
・教育について
■ワークショップ（池内ひ
とみ）

・教育行政について
・情報公開の推進について
・男女共同参画行動計画に

ついて
・住みよいま
進するため
■創生の会（
・施政方針に
■公明党（竹
・北村市政３
について

・財政再建と
いて

・１５年度施政
・教育行政に
■日本共産党
・市民の暮ら
う守るのか

・学校予算を
たちの教育

・市財政立て

 �����������　質　問　

創生

山田

青木

中村

財
政
再
建
、
行
政
改
革
の
断
行

教
育
行
政
に
つ
い
て

公
明
党　

竹
内　

安
幸

公明党

大塚美代子

徳田　直彦

竹内　安幸

汚
職
事
件
・
悪
の
大
本
は

闇
の
中
か新

社
会
党　

山
口
み
さ
え

新社会党

前田　辰一

山口みさえ

税
金
の
使
い
方
を
変
え
て

福
祉
、
教
育
を
優
先
せ
よ

日
本
共
産
党　

田
中
恵
美
子

日本共産党

田中恵美子

平野　貞雄

ごみ収集風景（山手町で）ごみ収集風景（山手町で）

あしや喜楽苑あしや喜楽苑

清水公園清水公園

総合公園総合公園

　　　　総　括　

室井　　明議員
　あっという間の１２年間
でした。阪神の星野監督
は『ネバー・ネバー・サ
レンダー』ですが、芦屋
市の場合は『ネバー・ギ
ブアップ』です。
　市のために少しでもお
役に立てることがあれば
お手伝いしたいと思って
います。

鈴木　正三議員
　芦屋に生まれ育って六
十有余年。かつての白砂
青松、風光明媚さや明る
さ、ゆったりとした大ら
かな芦屋は今やどこにも
見当たりません。厳しい
時代であるといいながら、
芦屋の心は時代を超えて
大切な宝物であると思え
てなりません。

　芦屋市議会の大塚美代子議員（１期４年）、
竹内安幸議員（４期１６年）、鈴木正三議員（６
期２４年）、山中健議員（６期２４年）、室井明議
員（３期１２年）の５人が、今期で退職します。
　今期議員の任期は６月１０日（火）までです
が、今回が任期中では最後の定例会となるこ
とから、本会議最終日の３月１９日（水）に、
議事がすべて終了し閉会した後、退職する５

議員からあいさつを受けると
呈しました。５人の議員活動
役をはじめ、当局出席者や同僚
ら、暖かい拍手が送られました
　また、これに先立ち今期で引
市長に対しても、議会から花束
ぎらいました。

　３月１９日定例会閉会後
退職議員・市長に花束を贈呈しまし
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れ
ば
、
他
の
分
野
で
少
し
ぐ
ら
い

は
我
慢
し
て
も
よ
い
と
考
え
る
人

は
多
い
と
思
う
。
次
の
市
長
に
受

け
継
が
れ
る
よ
う
な
、
教
育
福
祉

に
重
点
を
置
く
予
算
に
し
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

行
政
運
営
の
最
重
要

課
題
は
、
震
災
復
興
の

早
期
完
成
、
行
政
改
革
の
推
進
、

　

平
成
十
五
年
度
の
一

般
会
計
予
算
案
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
市
長
任
期

中
の
公
約
の
仕
上
げ
と
も
言
え
る

が
、
一
つ
の
手
段
と
し
て
暫
定
予

算
を
組
む
方
法
も
あ
っ
た
と
思
う
。

あ
え
て
年
間
予
算
を
組
ん
だ
理
由

お
よ
び
予
算
の
基
本
的
な
考
え
方

は
ど
う
か
。
財
政
再
建
の
手
段
と

し
て
、
近
隣
都
市
と
利
害
関
係
の

一
致
で
き
る
事
業
（
水
道
・
病
院
・

消
防
等
）
に
つ
い
て
協
同
化
を
促

進
す
る
方
向
で
検
討
で
き
な
い
か
。

南
芦
屋
浜
総
合
公
園
の
建
設
費
用

に
充
当
す
る
高
浜
用
地
の
売
却
の

方
法
と
時
期
・
金
額
を
明
確
に
し

て
欲
し
い
。
ま
た
売
却
で
き
な
か

っ
た
場
合
の
対
応
策
は
ど
う
か
。

高
等
学
校
の
神
戸
第
一
学
区
と
の

統
合
の
取
り
組
み
及
び
見
通
し
、

介
護
保
険
で
の
高
齢
者
の
財
産
管

理
、
介
護
事
業
者
の
評
価
制
度
の

採
用
や
不
正
請
求
に
つ
い
て
の
市

の
対
応
は
ど
う
か
。

　

通
常
予
算
を
組
ん
だ

理
由
は
、
本
市
で
は
従

来
か
ら
選
挙
が
行
わ
れ
る
年
度
で

も
通
常
予
算
を
編
成
し
て
い
る
こ

と
と
、
新
規
事
業
は
極
力
抑
制
し
、

ほ
と
ん
ど
が
継
続
事
業
で
あ
る
た

め
。
近
隣
都
市
と
の
事
業
の
協
同

化
は
、
水
道
・
消
防
で
は
各
市
の

事
情
も
あ
り
、
広
域
で
の
事
業
の

一
元
化
ま
で
は
難
し
い
。
ご
み
の

焼
却
灰
の
処
理
や
下
水
汚
泥
処
理

は
、
既
に
広
域
的
に
実
施
し
て
い

る
。
高
浜
用
地
の
売
却
は
、
現
時

点
で
は
六
十
億
円
で
は
難
し
い
。

学
区
統
合
は
県
、
神
戸
市
と
協
議

中
で
あ
る
が
、
統
合
が
逆
戻
り
す

る
こ
と
は
な
い
。
高
齢
者
財
産
管

理
に
は
成
年
後
見
制
度
や
福
祉
サ

ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
が
あ
る
。

介
護
保
険
で
の
評
価
制
度
は
、
ま

ず
事
業
者
が
自
己
評
価
を
行
い
結

果
の
公
表
を
指
導
す
る
。
不
正
請

求
防
止
は
国
保
連
合
会
に
委
託
し

て
い
る
が
、
市
も
来
年
度
か
ら
新

た
に
利
用
者
に
介
護
給
付
費
の
通

知
を
す
る
。

　

北
村
市
長
の
三
期
を

振
り
返
っ
て
、
一
番
印

象
に
残
っ
た
こ
と
等
、
ど
ん
な
十

二
年
だ
っ
た
か
。
ま
た
、
議
会
に

対
し
て
、
職
員
に
対
し
て
も
ど
う

い
う
思
い
か
。

　

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

今
後
何
と
か
や
り
く
り
を
し
て
も

あ
と
三
、
四
年
た
て
ば
大
き
な
財

政
赤
字
が
発
生
す
る
見
込
み
で
危

機
的
な
財
政
状
況
に
な
る
。
徹
底

し
た
行
政
改
革
等
で
乗
り
切
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
特
効
薬
に

つ
い
て
何
か
考
え
は
な
い
か
。
一

遍
の
行
革
で
本
当
に
持
ち
こ
た
え

ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
平
成
二
十

年
度
以
降
の
財
政
試
算
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

　

保
育
所
の
待
機
児
童
が
八
十
名

以
上
も
い
る
が
、
そ
の
解
消
策
に

つ
い
て
具
体
的
な
考
え
は
な
い
か
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
の

自
由
校
区
制
と
、
高
校
の
神
戸
第

一
学
区
と
の
統
合
の
話
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

一
番
印
象
に
残
っ
た

こ
と
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
あ
る
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
や
ご
遺
族
の
こ
と
、
全
国
の

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
は
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
復
興
に

対
す
る
大
き
な
励
ま
し
や
勇
気
を

い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

今
後
、
歳
出
構
造
の
改
善
な
ど
で

は
市
民
、
議
員
、
職
員
に
苦
労
を

か
け
る
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
。
財
政
は
、
平
成
八
年
か
ら

行
政
改
革
を
進
め
て
お
り
、
何
と

し
て
も
準
用
再
建
団
体
転
落
防
止

の
観
点
か
ら
さ
ら
に
事
務
事
業
の

見
直
し
を
し
て
い
く
。
平
成
二
十

年
度
以
降
の
財
政
収
支
見
込
み
は

作
成
し
て
い
な
い
。
公
立
保
育
所

の
入
所
定
員
を
増
や
す
こ
と
は
困

難
で
、
民
間
活
力
の
導
入
で
対
応

す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
自
由
校

区
制
は
、
検
討
し
て
い
る
が
結
論

は
出
て
い
な
い
。
学
区
統
合
は
県
、

神
戸
市
、
本
市
で
三
者
協
議
を
行

っ
て
い
る
。

　

情
報
公
開
は
「
市
民

と
行
政
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
基
本
で
す
。
大
き
な

施
策
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
企

画
原
案
づ
く
り
の
段
階
か
ら
積
極

的
に
情
報
公
開
を
し
て
、
市
民
の

声
を
聞
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
当
局
の
見
解
は
ど
う
か
。

　

男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
の
今

回
の
改
訂
に
あ
た
り
、
取
り
組
み

の
評
価
結
果
を
公
表
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
こ
の
評
価
委
員
に
公

募
に
よ
る
市
民
委
員
を
加
え
て
は

ど
う
か
。

　

市
施
設
の
利
用
時
間
を
、
職
員

の
変
則
的
勤
務
体
制
を
導
入
す
る

こ
と
で
七
時
か
ら
二
十
三
時
ま
で

延
長
で
き
な
い
か
。

　

神
戸
第
一
学
区
と
の
統
合
に
向

け
て
の
話
し
合
い
は
、
ど
の
程
度

進
ん
で
い
る
の
か
。

　

芦
屋
の
子
ど
も
の
学
力
を
教
育

長
は
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

　

市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

は
、
こ
れ
ま
で
総
合
計

画
を
は
じ
め
重
要
な
計
画
等
を
策

定
す
る
と
き
に
は
、
市
民
意
識
調

査
を
実
施
し
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
把
握
に
努
め

て
き
た
。
今
後
も
市
民
の
意
見
を

可
能
な
限
り
聞
き
、
行
政
運
営
に

反
映
さ
せ
て
い
く
。
男
女
共
同
参

画
行
動
計
画
の
取
り
組
み
で
の
評

価
は
、
公
募
し
た
市
民
委
員
が
参

画
し
て
い
る
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
に
進
捗
状
況
を
報
告
し
意

見
を
聞
き
、
計
画
の
推
進
に
取
り

組
み
た
い
。
市
施
設
の
利
用
時
間

延
長
に
伴
う
コ
ス
ト
等
は
試
算
を

し
て
い
な
い
。
費
用
対
効
果
や
他

市
の
取
組
状
況
等
を
踏
ま
え
、
ま

た
、
電
子
自
治
体
へ
移
行
の
中
で

の
検
討
課
題
と
考
え
る
。
学
区
統

合
は
県
、
神
戸
市
と
課
題
を
検
討

し
、
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
平
成

十
七
年
度
の
統
合
に
向
け
、
最
大

限
の
努
力
を
し
て
い
る
。
学
力
に

つ
い
て
は
具
体
的
な
デ
ー
タ
は
な

い
が
、
各
校
長
の
話
に
よ
る
と
他

市
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。

　

新
年
度
予
算
を
見
る

と
、
ど
こ
に
予
算
の
重

点
が
置
か
れ
て
い
る
の
か
、
ど
の

分
野
を
削
り
、
ど
の
分
野
で
市
民

を
元
気
づ
け
る
の
か
が
不
鮮
明
で

あ
る
。
厳
し
い
財
政
事
情
の
も
と
、

こ
の
よ
う
に
総
花
的
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
総
シ
ョ
ボ
ク
レ
的
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
新
年

奥池分遣所奥池分遣所

県立芦屋高校県立芦屋高校

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

受けて、
会派の代表
した。

会派の所属
会派に属さ
昭議員、

議員、都筑

ちづくりを推
めに
（山田　隆博）
について
竹内　安幸）
期１２年の総括

行革断行につ

政方針について
について
党（田中恵美子）
らし、福祉をど
か
を確保し、子供
育環境を整えよ
て直しのために

は、市民生活にしわ寄せ
でなく税金の使い方を変
えるべきではないか

・汚職・利権政治の一掃を
求める

・環境を壊すマンション開
発に規制を

・市民の平和と安全を守る
自治体の役目について

■新社会党（山口みさえ）
・大型事業やマリーナ計画
で芦屋は元気になるのか

・汚職事件で積み残したも
のについて

・行政改革の問題点につい
て

・今後の高等学校教育のあ
り方について

項　目　 �����������

生の会

田　隆博

木　　央

村　修一

予
算
編
成
の
基
本
姿
勢
と

財
政
再
建
策
に
つ
い
て

英
明
ク
ラ
ブ　

小
川　

芳
一
英明クラブ

灘井　義弘

小川　芳一

西山　忠義

山田みち子

行
財
政
問
題
に
つ
い
て

保
育
・
教
育
に
つ
い
て

清
政
ク
ラ
ブ　

山
中　
　

健

清政クラブ

来田　　守

山村　悦三

山中　　健

室井　　明

市役所行政情報コーナー市役所行政情報コーナー

地
、
幹
線
道
路
等
の
施
設
整
備
を

進
め
る
。
本
市
の
財
政
事
情
は
総

経
費
の
抑
制
が
必
要
で
あ
り
、
教

育
予
算
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
の

中
で
震
災
後
、
宮
川
、
山
手
、
岩

園
小
学
校
を
建
て
替
え
、
ま
た
、

今
後
は
精
道
小
学
校
の
建
て
替
え

を
予
定
し
て
お
り
、
重
点
を
置
い

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
な
お
、
本

市
の
市
民
一
人
当
た
り
の
教
育
費

は
、
阪
神
間
各
市
と
比
較
し
て
最

も
高
い
額
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
をワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

池
内
ひ
と
み

ワークショップ

中島　健一

池内ひとみ

重村啓二郎

…質問 ����…答弁

　　　質　問

竹内　安幸議員
　人生すべからく、始ま
りがあれば終わりがある
と言いますが、党の定年
制で今期で退職します。
　４期１６年間は短い期間
でしたが、退職後は一市
民としてＮＰＯ法人等を
立ち上げて、市政に少し
でも役に立てればと思っ
ています。

山中　　健議員
　２４年間勤めさせていた
だきました。多くの皆さ
んのご指導をいただいて
この場に立たせていただ
いています。
　次の６月の議会には、
多くの議員の皆さんとと
もに、芦屋の財政再建の
ために力を注ぎたいと思
っています。

大塚美代子議員
　健康上の理由から退職
しますが、今後は体調を
整えながら新しい人生の
スタートをきりたいと思
います。今後も女性議員
の皆様のご健闘を心から
お祈り申し上げます。
　愛する芦屋のために一
市民の立場ですが、頑張
ってまいります。

ともに、花束を贈
に対し、市長、助
僚議員、傍聴席か
た。
引退する北村春江
束を贈呈し労をね

した


